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１．問題の所在と研究目的 

2019 年 4 月に改正出入国管理法の施行、2020 年

には東京オリンピック開催など、今後我が国の外

国人居住者数・旅行者数の増加が見込まれる中、

多様な文化、民族、価値観への理解が教育現場に

も求められている。学校教育におけるフォークダ

ンス学習は「世界の文化に触れることも大切」(小

学校学習指導要領 2017 告示)とされ、国際教育と

しての価値が示されているが、扱われている地域

は欧米が中心であり、アフリカ・中南米・アジア諸

国の教材は著しく不足している。また渡辺(2015)

は、フォークダンスの教育的効果を高めるため、

教師は踊りの由来、その地域の伝統や特徴を理解

する必要がある、としている。本研究は、南米ブラ

ジルの代表的なフォークダンスであるサンバの教

材化の第一段階として、その発祥の地であるバイ

ーア州ヘコンカーヴォ地域のコミュニティ、小中

学校、舞踊学校において、「サンバ・ジ・ホーダ」
註 1がどのように伝承・指導されているかを調査し、

学校体育のフォークダンス学習として相応しい指

導内容の考案を目的とする。 

表 1 現行のフォークダンス教材（文部科学省 2013） 

 
2. 研究方法 

 ヘコンカーヴォ地域において、サンバおよび舞

踊に関わる人々への半構造的インタビューと指導

法の観察および撮影を行う。対象者は、ヘコンカ

ーヴォ地域の主要舞踊教育機関であるバイーア連

邦大学付属舞踊学校の教員 3 名とバイーア州立舞

踊学校の舞踊指導者２名、また「サンバ・ジ・ホー

ダ」が盛んな Santo Amaro 周辺地域にて、その継

承を牽引する２名である。それらの結果を踏まえ、

教材の対象学年次も含めたサンバの指導内容を検

討する。 

3. 結果 

1) 踊る目的、特徴、習得法：対象者 5 名へのイ

ンタビュー結果から「サンバ・ジ・ホーダ」を踊る

目的は以下３点にまとめられた。①地域・家族間

の繋がりの強化と喜びの共有、②アフリカのアイ

デンティティ維持と自己肯定感の向上、③リズム

による身体性の喚起、などであった。特徴として

は、音楽と他の踊り手に触発されながら即興で踊

られる点が挙げられる。習得法は、小中学校のカ

リキュラムにダンス学習は含まれておらず、地域

の祭りや行事などで「模倣による習得」が主であ

った。円（ホーダ）の中心で一人または複数で踊る

ことが促され、「褒めて育てる」が基本であった。 

2) 小中学校のダンス学習：サルヴァドール市内

の私立小中一貫校で毎年 2 ヶ月間実施されるダン

ス学習の調査では、サンバは踊られていたが、「サ

ンバ・ジ・ホーダ」の指導はされておらず、内容は

派遣された各舞踊指導者に任されていた。 

3) サンバ指導法：バイーア州立舞踊学校におけ

る指導では、全身のリラックス→基本のステップ

を足の裏全体で踏む練習（手拍子や口唱歌を入れ

ることもある）→基本のステップを踏みながら前

後左右の移動へと発展させていた。「サンバ・ジ・

ホーダ」の指導では、円の中心で一人または二人

で交流しながら踊ること、踊っていない人は手拍

子で基本リズムを取り続けることを促していた。 

4)  指導内容の検討：調査結果を踏まえ、小学校

高学年向けに考案した指導内容を表 2 に示す。 

表 2 指導内容の考案 

 

４．考察と今後の課題 

 サンバは、基本のステップを基盤としつつも、

演奏者や他の踊り手と関わりながら即興で独自の

動きも交えて踊られることにその特徴がある。そ

の特徴や踊る目的を生かした指導のために、①「模

倣による習得」をどう進めるか、②独自の動きを

どのように引き出すか、③「褒めて育てる」指導の

評価基準はどうするか、など今後の教材化研究に

おける検討課題が見出せた。 

 

註 1：演奏者と人々で作るホーダ（円）の中で、一人または複

数で踊られるサンバの最も古いスタイルの名称 
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